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③ 視覚障害理解の基礎 2（三木）：点字,視覚障害の認知の特徴,弱視 
④ 視覚障害と学校教育 1（鳥取盲学校教員）：視覚障害の定義と教育の実際 
⑤ 視覚障害と学校教育 2（鳥取盲学校教員）：進路学習,理療科の指導,盲学校の教育課程 
⑥ 鳥取県立鳥取盲学校の見学：学校施設・授業見学,教材,点字体験 






⑬ 聴覚障害理解の基礎 2（三木）：聾学校の教育課程,聴能訓練,言語障害 
⑭ 聴覚障害教育と言語聴覚指導（言語聴覚士）：失語症,発達性読み書き障害,摂食機能 













目の状態は,先天性眼球振とう症,遠視性乱視,裸眼視力 0.2,矯正視力 0.2 である。ものをしっか
り見ようとすると目が揺れる。横目で見ると安定する。まぶしいところで目を細める（羞明）。細か
い文字は近づかないと見えない。色の識別も難しい。視覚的判断が瞬時にできない。掲示物をよく
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＜資料＞ 「手話が言語である」ということの意味について（意見）  2015.7.14 



























































































































































 （2016 年 1 月 29 日受付，2016 年 2 月 3 日受理） 
 1 鳥取大学地域学部地域文化学科
通時的変化として見たサ行子音とザ行子音
榎 木 久 薫
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1 はじめに
本攷は，現代日本語中央語で，サ行子音が前音環境の違いに関わらず摩擦音であるのに対して，
ザ行子音が，休止の後及び撥音・促音の後で破擦音，母音の後で摩擦音になる傾向にあるとされる
理由について，サ行子音とザ行子音の音声の通時的変化という観点から，新たな説明を試みるもの
である。
なお，ぞんざいな発音では，ザ行子音が，休止の後及び撥音・促音の後でも摩擦音で現れるとい
う指摘が，高山倫明(2012)にある。このことについても併せて言及する。
2 音声学的説明
猪塚元･猪塚恵美子(2003)では，Q17 に
このように撥音「ン（/N/）」は，後ろに来る子音の調音点と同じ調音点を持つ鼻音に変化し
ているのです。ただし，後ろに何もないときには口蓋垂鼻音で，後ろに母音･半母音･摩擦音が
来るときには鼻母音になります。
と，撥音の口腔部分の調音は，後続音に同化すると理解出来る説明をしながら，Q10 では，ザ行子
音の音声について，
大まかにいうと，単語の最初(厳密にいうと「休止」のあとです。：脚注の説明)と撥音「ン」
や促音「ッ」のあとでは破擦音，それ以外の語中では摩擦音になるという傾向があります。語
